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休 診 日　日・祝日・木曜日午後
受付時間　午前８時 30分～ 12時・午後２時 30分～５時
　　　　　（木曜日は午後休診です｡）
診察予約 　診察の予約を受け付けています。
　　　　　（平日 午前８時 30分～午後４時 30分まで）
　　　　　 平日予約専用電話（フリーダイヤル）0120-33-5638も

ご利用ください｡  

● 交通のご案内
　JR三原駅・三原港から徒歩 5分
●駐車場
　35台完備

（機能種別版評価項目
3 r dG：Ve r.3.0）

当院は、㈶日本医療
機能評価機構の認定
病院です。

〒723-0014 広島県三原市城町三丁目7-1   T E L(0848)63-5088
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  FAX(0848)63-0658

医療法人 杏仁会  松尾内科病院発行　医療法人 杏仁会　松尾内科病院　　広報誌編集委員
　　　広島県三原市城町三丁目 7番 1号　TEL0848-63-5088　FAX0848-63-0658

松尾内科病院　外来診療の担当医師表                             　　　　        令和８年７月１日現在

松友トータルケアセンター
松尾内科病院

日本医療機能評価機構
認定第 JC1951 号

ホームページ

訪問診察を行っています。
お気軽にお問い合わせ下さい。

　現在、日本では高齢化や人口減少が進み、地域・家庭・職場などの生活領域における支え合いの基盤が弱まって
きていると言われており、厚生労働省では「地域共生社会」の実現を目標のひとつとしてあげています。その「地
域共生社会」の改革の骨格として、１. 地域課題の解決力の強化、２. 地域丸ごとのつながりの強化、3. 地域を基盤
とする包括的支援の強化、4. 専門人材の機能強化・最大利用が掲げられています。
　人と人の支え合いの関係は、様々な人が出会い、交流するなかで生まれ、育まれ、繋がっていくものですが、コ
ロナ禍では、社会の状況により簡単に遠くなるということを実感してきました。そのようななかで、医療・福祉従
事者を中心に 2020年 10月に「みはらスマイルハート」という団体を立ち上げました。現在、三原市市民活動団

体として登録し、医療・福祉に関する講演会や学習会、交流会などを企
画、運営しています。各年代を超えて繋がりの環を広げながら、ひとりひ
とりの課題に向き合い、共に生きること、支え合うことのできる地域社会
づくりを目指して活動しています。医療や福祉の現場と地域との繋がり

を、様々な方面から構築し、地域共生社会の一端
を担ってゆけたらと願っております。
　これまでみはらスマイルハートでは、主に年に
1回の講演会を開催してきました。2025年11月
からは、身近な方を見送られた方のわかちあいの
会「椎の実の会」を毎月開催しています。また、
2026年度の講演会は、ココテラスひろしまと共
催で、若者のための保健室ユースクリニック in 三
原を開催予定です。
（2026 年7月12日日曜日、三原市立中央図書館３階）
皆様のご参加をお待ちしております。

松尾内科病院
　内科医長　松尾  郁枝

「地域共生社会の一員として」

曜　　日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

第 1診察室
午前 松尾晃樹 松尾晃樹 平松万尚 松尾晃樹 松尾晃樹 ①③⑤松尾晃樹

②④平松万尚

午後 平松万尚 平松万尚 松尾泰治
(予約制 ) 松尾晃樹

第２診察室
午前 下埜城嗣 春田祐郎 松尾泰治 松尾泰治 春田祐郎 松尾泰治

午後 春田祐郎
(甲状腺 )

①③⑤松尾郁枝
②④平松万尚

第３診察室
午前 松尾恵輔 松尾郁枝

(発熱外来) 松尾恵輔 平松万尚
(予約制 ) 小松万寿美 松尾恵輔

午後 松尾恵輔 鎌田大輝
(予約外・発熱外来)

松尾郁枝
(専門外来 ) 小松万寿美 松尾恵輔

第４診察室
(予約外・発熱外来)

午前 松尾郁枝 松尾恵輔
(予約制 ) 松尾郁枝 奥延太希 直井友亮 ①③⑤松尾郁枝

②④松尾晃樹

午後 下埜城嗣 松尾恵輔
(予約制 ) 松尾郁枝 直井友亮 ①③⑤松尾郁枝

②④平松万尚　松尾泰治

内視鏡センター
(内視鏡室 )

午前 松尾泰治 三田村祐里 松尾恵輔 平松万尚 日山　亨

午後 平松万尚
松尾泰治 三田村祐里 松尾泰治 平松万尚

リハビリ室 午後 他大学医師

訪問診察 松尾郁枝 松尾晃樹 松尾郁枝

2023 年 9月17日   折れない心を育てるいのち授業（サンプラザ）
　　　　　　　　　  市民公開講演（リージョンプラザ文化ホール）
　　　　　　　　　  「人生の最期まで穏やかに過ごせる街　三原をめざして」
2024 年11月10日   市民公開講演（三原市立中央図書館３階）
　　　　　　　　　  「安心して人生の最期まで暮らすために私たちにできること」
　　　　　　　　　  （令和６年度市民活動団体育成事業として実施）
2025 年 9月28日   市民公開講演（三原市立中央図書館３階）
　　　　　　　　　  「死別の悲しみに向き合う～ともに生きる・グリーフケアとは～」
　　　　　　　　　  （令和 7年度市民活動団体育成事業として実施）
2025 年11月～（毎月１～2回を予定）
　　　　　　　　　  グリーフプログラム・わかちあいの会「椎の実の会」を開催。
　　　　　　　　　  （開催場所；松友トータルケアセンター4階地域交流スペース）

（みはらスマイルハートの主な活動履歴）

広報KAMOME

松尾内科病院広報誌

〒723-0014 広島県三原市城町三丁目7-1  
 TEL(0848)63-5088   FAX(0848)63-0658
http://www.mihara-matuohp.or.jp
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くらしに密着した総合地域医療をめざして
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広報KAMOME

睡眠時ポリグラフィー検査（PSG）のご案内睡眠時ポリグラフィー検査（PSG）のご案内睡眠時ポリグラフィー検査（PSG）のご案内睡眠時ポリグラフィー検査（PSG）のご案内睡眠時ポリグラフィー検査（PSG）のご案内睡眠時ポリグラフィー検査（PSG）のご案内

　夏に流行する代表的な感染症として、
手足口病・ヘルパンギーナ・咽頭結膜

熱（プール熱）の『三大夏風邪』があります。主
に子どもに多い病気ですが、大人が感染すると高
熱や強いだるさ、関節痛など症状が重くなること
があります。近年は猛暑の影響で体力や食欲が落
ち、免疫力が低下しやすく、感染リスクも高まり
ます。
　手足口病は、口の中や手のひら、足の裏に水ぶ
くれのような発疹が現れ、発熱を伴うことがあり
ます。ヘルパンギーナは乳幼児に多く、高熱と口
の中の発疹が特徴です。手足口病やヘルパンギー
ナは、便からウイルスが排出されるためオムツ交

換後の手洗いが重要です。便中に排出される期間
は、症状が改善しても２～４週間の長期にわたる
ため注意が必要となります。咽頭結膜熱（プール
熱）は、高熱や喉の痛み、目の充血がみられ、学
校安全法では、第二種伝染病に位置づけされてい
るので、症状改善後２日間は出席停止となります。
　いずれも飛沫や接触で感染します。基本の予防
は、手洗いの徹底やタオルを共有しないことで

す。十分な休養やこまめな水分補給
などの体調管理をして暑い夏を元気
にのりきりましょう。

院内感染対策の取り組みについて院内感染対策の取り組みについて院内感染対策の取り組みについて院内感染対策の取り組みについて院内感染対策の取り組みについて院内感染対策の取り組みについて

季節性疾患について季節性疾患について季節性疾患について

　
　「看護の日」は、フロー
レンス・ナイチンゲールの
誕生日である 5月 12日で
す。看護の心、ケアの心、
助け合いの心を育むきっか
けとなるようにと 1990年

に制定され、全国でイベントが開催されています。
　当院では、2013 年から「看護の日」イベント
を開始し、今回で 13回目を開催することができ
ました。毎年外来待合ホールにて血糖測定や血圧・
血流測定、健康相談を実施しており、今年は 28
名の外来患者さんやご
家族、施設職員の方な
どに参加していただき
ました。普段、血糖測
定や血流測定などの検
査を行う機会がない方
もおられ、測定結果や

　私たち医療従事者は、院内感染の発生を未然に
防ぐこと、またひとたび発生した感染が拡大しな
いよう、可及的速やかに制圧、終息をさせること
が重要です。院内感染対策を全職員が把握し、指
針に沿った医療が提供できるよう院内に周知徹底
しなければなりません。
　当院では院内感染対策委員会を設置し、毎月１
回の会議を開催して院内感染対策に関する事項を
報告、検討しています。また感染対策の実務を行
う感染対策チーム（ICT）を組
織し、アルコール手指消毒剤
の使用量調査、感染性廃棄物
の分別、水回りの管理などを、
各部署で確認を行い、毎週ラ
ウンドで指導をしています。
全職員に周知徹底を図る目的
で、年 2回の院内研修を開催
し、また感染対策チームは年

４回以上の連携医療機関との合同カンファレンス
に参加して情報共有、新興感染症などの流行状況
に応じて臨機応変に対応を行っています。さらに、
耐性菌の検出の速やかな報告と検出菌と感受性に
見合った抗生剤の再考、単一抗生剤の長期使用防
止などの抗生剤適正使用の取り組みも行っていま
す。患者及び職員で感染症の発生または疑われる
場合には、迅速に原因究明と感染対策を行い、必
要に応じて協力医療機関と保健所との連携ができ

るよう心がけています。
　さて、今年度は電子カルテ
の感染管理システムを導入す
る予定となっております。従
来通りの仕事がスムーズに移
行できるようチーム一丸と
なって取り組んで行きます。
　引き続きご協力のほどよろ
しくお願いいたします。

日頃の生活へのアドバイスを
パンフレット使用しながら説
明させていただきました。このイベントを通して、
健康を意識していただけるきっかけになればと考
えております。また、経口補水ゼリーや栄養補助
食品のプレゼントもあり、毎年とても好評で喜ん
でいただきました。

　今回は、睡眠時無呼吸症候群（SAS：sleep apnea 
syndrome）の検査についてご紹介します。
　睡眠時無呼吸症候群は、気道の閉塞などが原因
で睡眠時に繰り返し呼吸が止まってしまう病気です。
呼吸が止まると血液中の酸素濃度が低下するため、
目が覚めて再び呼吸しますが、眠り出すとまた止
まってしまいます。
　このため、十分な睡眠がとれず、日中の強い眠
気や起床時の頭痛、倦怠感が出現します。また、
放置することで、心臓病や高血圧、糖尿病などの
生活習慣病を引き起こす可能性があります。
　当院で行っている睡眠時ポリグラフィー検査は、
睡眠中の脳波、筋電図、目の動き、血液中の酸素
濃度などを測定し、総合的に診断することができ

ます。検査装置は、ワイヤレスでデータが送信さ
れるため、装置を身体に付けても行動制限はなく、
いつも通り就寝していただけます。痛みなどもない
のでご安心ください。
　ひどいイビキ、睡眠中の呼吸停止がある場合は
専門機関での検査・治療が大切です。睡眠時無呼
吸症候群の治療として、睡眠時に専用の鼻マスク
を付けて、圧を加えた空気を気道に送り込むこと
で閉塞を防ぐ持続陽圧呼吸療法
（CPAP）があり、当院で加療する
ことができます。
　症状に心当たりがある方は、
ぜひ一度外来でご相談ください。

換後の手洗いが重要です。便中に排出される期間換後の手洗いが重要です。便中に排出される期間

す。十分な休養やこまめな水分補給
などの体調管理をして暑い夏を元気

感染対策委員長　平松　万尚5/13（水）9：00～11：00

2026年度「看護の日」イベント2026年度「看護の日」イベント2026年度「看護の日」イベント2026年度「看護の日」イベント2026年度「看護の日」イベント2026年度「看護の日」イベント

病棟
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イベントのご参加、
   　ありがとう
        　ございました
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令和８年度　ICTメンバー

「看護の日」キャラクター


